
文
化
教
養
部

①
こ
と
ぶ
き
趣
味
の
作
品
展

実施日：10 月６日（金）～
� 10 日（火）
場　所：都筑区役所１階
� 区民ホール（全面）
展示品：�絵画・写真・手芸工芸・
　　　　俳句・短歌・川柳・書道
出展数：１６２点
来場者数：２８９名
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TEL 045-482-9842

都筑区のリフォームのことなら

～人生の大きな決断、そばでお手伝いします～

神奈川県知事許可（般-5）第91588号　建築一式工事

総
務
部

◆
全
国
一
斉「
社
会
奉
仕
の
日
」

実
施
日
：
９
月
17
日
（
日
）

参
　
加
：
中
里
福
寿
会

　

全
国
一
斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」

に
合
わ
せ
、
自
治
会
の
公
園
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。
木
や
枝
を
拾
い

集
め
、
18
個
の
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
、

綺
麗
な
公
園
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

各
役
員
・
単
位
ク
ラ
ブ

①
会
長
・
役
員
研
修
会

実
施
日
：
９
月
11
日
（
月
）

場
　
所
：
か
い
て
ら
す

�

（
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
）

　

体
験
発
表
後
に
甲
斐
善
光
寺
参

拝
、
ぶ
ど
う
狩
り
を
行
い
有
意
義
な

研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

体
験
発
表
は
、神
本
保
次
会
長（
大

棚
寿
会
）、
中
込
昇
会
長
（
港
北
セ

ン
タ
ー
プ
レ
イ
ス
喜
楽
会
）、
横
溝

忠
男
会
長
（
仲
町
台
二
丁
目
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
）
が
行
い
ま
し
た
。

　

中
込
昇
会
長
（
港
北
セ
ン
タ
ー
プ

レ
イ
ス
喜
楽
会
）
の
発
表
内
容
（
概

要
）
は
14
頁
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

②
総
務
部
講
演
会

実
施
日
：
10
月
13
日
（
金
）

講
演
内
容
：「
賢
い
消
費
者
に

�

な
る
た
め
に
」

講
　
師
：�

横
浜
市
消
費
者
生
活
応
援
隊

鶴
岡　
玲
子
氏

　

寸
劇
な
ど
の
実
演
が
あ
り
、
分
か

り
や
す
い
講
演
で
良
か
っ
た
。
残
念

な
こ
と
は
、
参
加
者
が
定
員
に
満
た

な
か
っ
た
の
で
、
次
回
は
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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広
報
部

①�

機
関
紙
「
か
が
や
き
だ
よ

り
都
筑
」　

年
２
回
発
刊

第
56
号　
６
月
１
日
発
刊

発
刊
部
数
：
カ
ラ
ー
３
５
５
０
部

　
「
新
任
会
長
の
あ
い
さ
つ
」
を
１
月

１
日
号
か
ら
６
月
１
日
号
へ
変
更
し
、

目
玉
記
事
と
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
な
記
事

と
し
て
掲
載
。

②�

機
関
紙「
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
」　

年
２
回
発
刊

第
11
号　
10
月
１
日
発
刊

発
行
部
数
：
カ
ラ
ー
３
５
０
０
部

　
「
か
が
や
き
ク
ラ
ブ
都
筑
カ
ラ
オ
ケ

大
会
」
の
内
容
と
「
５
月
～
８
月
ま
で

の
行
事
」
を
記
載
。

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
部

①
ペ
タ
ン
ク
大
会

実
施
日
：
９
月
21
日
（
木
）

場
　
所
：
東
方
公
園
多
目
的
広
場

　

上
位
２
チ
ー
ム
（
東
光
会
Ｄ
、
見
睦

会
Ｄ
）が
、横
浜
市
老
連
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
島
根
県
大
会
予
選
へ
参
加
。

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

実
施
日
：
11
月
21
日
（
火
）

場
　
所
：
東
方
公
園
多
目
的
広
場

参
加
者
：
76
チ
ー
ム
４
４
０
名
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女
性
部

都
筑
区
老
連

①
茶
道
講
習
会

実
施
日
：
10
月
26
日
（
木
）

場
　
所
：�

都
筑
公
会
堂
茶
室

講
　
師
：
中
山　
仙
希
先
生

②�

上
を
向
い
て
歩
こ
う
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ

実
施
日
：
11
月
13
日
（
月
）

場
　
所
：
都
筑
せ
き
れ
い
の
み
ち

�

（
仲
町
台
駅
か
ら
東
山
田
駅
間
）

第
29
回
都
筑
区
民
ま
つ
り

実
施
日
：
11
月
３
日
（
金
）

場
　
所
：�

横
浜
市
営
地
下
鉄
セ
ン

タ
ー
南
駅
周
辺

　
都
筑
区
老
連
は
折
り
が
み
教
室

の
ブ
ー
ス
を
出
店
。
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「FU
JIY

A
M

A
ツ
イ
ン
テ

ラ
ス
」
へ
の
米
寿
の
旅

白
寿
会　

浅
川　
　

悟

自
由
投
稿

自
由
投
稿

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
迎
え

に
来
て
く
れ
た
息
子
の
車
に
同
乗
し

「FUJIYAM
A

ツ
イ
ン
テ
ラ
ス
」
へ
の
旅

に
出
発
。
こ
こ
は
近
年
開
発
さ
れ
た
観
光

地
で
、
山
梨
県
笛
吹
市
に
あ
る
。
中
央
自

動
車
道
の
一
宮
御
坂
Ｉ
Ｃ
を
降
り
、
左
方

角
へ
行
く
と
以
前
老
人
会
で
来
た
こ
と
が

あ
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
右
方
角
へ
行
く
と
、

ぶ
ど
う
狩
り
に
来
た
ぶ
ど
う
園
の
方
角
だ

な
ど
と
思
い
出
し
な
が
ら
延
々
と
続
く
ぶ

ど
う
園
と
桃
園
の
中
の
道
を
進
む
。

曲
が
り
く
ね
っ
た
ブ
ナ
の
林
が
続
く

山
道
に
入
る
と「
ス
ズ
ラ
ン
群
生
地
入
口
」

と
案
内
が
あ
る
駐
車
場
に
到
着
だ
。
ス
ズ

ラ
ン
群
生
地
と
な
っ
て
い
る
が
時
期
外
れ

か
、
ほ
と
ん

ど
花
は
見
え

な
か
っ
た
。

一
般
車
は
こ

こ
ま
で
、
こ

こ
か
ら
先
は
専
用
車
が
テ
ラ
ス
の
近
く
ま

で
送
迎
し
て
く
れ
る
。
こ
こ
か
ら
先
は
山

道
を
歩
い
て
登
る
。
子
ど
も
は
駆
け
足
で

登
る
が
私
と
家
内
は
手
す
り
に
掴
ま
り
な

が
ら
一
歩
一
歩
階
段
を
上
が
る
。
15
分
く

ら
い
歩
い
て
「FUJIYAM

A

ツ
イ
ン
テ

ラ
ス
」
に
到
着
。
富
士
山
に
雲
が
か
か
り

全
く
見
え
な
い
。

し
ば
ら
く
待
つ
間
に
富
士
山
の
山
頂

が
見
え
て
来
た
。
テ
ラ
ス
に
い
る
観
光
客

か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
る
。
時
間
と

と
も
に
雲
が
晴
れ
素
晴
ら
し
い
、
さ
ら
に

緩
や
か
に
長
く
伸
び
る
裾
野
も
素
晴
ら
し

い
。
河
口
湖
と
富
士
山
を
美
し
く
見
せ
る

「FUJIYAM
A

ツ
イ
ン
テ
ラ
ス
」
は
何
て

素
晴
ら
し
い
位
置
に
で
き
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
車
の
程
良
い
揺
れ
に
つ
ら
れ
、

居
眠
り
を
し
て
い
る
間
に
今
晩
の
ホ
テ
ル

に
到
着
し
た
。ホ
テ
ル
の
夕
食
は
海
の
幸
、

山
の
幸
が
大
変
美
味
し
か
っ
た
。
た
だ
老

人
に
は
量
が
多
く
息
子
や
孫
に
手
伝
っ
て

も
ら
っ
た
。

全
員
か
ら
の
贈
り
物
の
サ
プ
ラ
イ
ズ

も
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
ワ
イ
ン
も
ビ
ー
ル
も

あ
り
楽
し
い
晩
餐
会
だ
っ
た
。
息
子
と
嫁

さ
ん
と
孫
12
人
が
忙
し
い
仕
事
の
間
を

ぬ
っ
て
米
寿
を
祝
っ
て
く
れ
た
。
皆
で
一

言
ず
つ
お
祝
い
の
言
葉
を
く
れ
、
長
生
き

し
て
良
か
っ
た
幸
せ
に
満
ち
た
２
日
間

だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
し
ば
ら
く
遠
の
い

て
い
た
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
世
界
に
戻
り

た
い
。
南
極
と
の
交
信
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
と
の

交
信
を
試
み
た
い
。
さ
ら
に
は
月
面
に
火

星
に
降
り
た
い
。
お
礼
の
言
葉
は
１
０
０

を
目
指
し
た
い
。

白寿会　浅川　悟さん白寿会　浅川　悟さん

２
０
２
３
年
夏

　
　
　
沖
縄
・
宮
古
島
旅
行

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
ク
ラ
ブ　

矢
代　

敏
幸

　

約
６
年
ぶ
り
３
回
目
の
沖
縄
・
宮
古
島

旅
行
、
前
回
は
海
ガ
メ
を
見
に
行
っ
た
の

で
す
が
、
今
回
は
海
を
眺
め
て
ゆ
っ
く
り

過
ご
す
３
泊
４
日
の
旅
で
す
。
宿
泊
は
以

前
と
同
じ
ホ
テ
ル
で
、
目
の
前
は
東
洋
一

の
砂
浜
と
呼
ば
れ
て
い
る「
与
那
覇
前
浜
」

が
あ
り
、
青
々
と
輝
く
海
は
湘
南
と
は
比

べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
綺
麗
で
し
た
。
レ

ン
タ
カ
ー
を
借
り
て
「
来
間
島
」
へ
行
く

橋
の
途
中
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
で
は
海
ガ
メ

が
泳
い
で
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
６
年
前
に
は
な
か
っ
た
「
み
や

こ
下
地
島
空
港
」
が
あ
る
「
下
地
島
」
へ

は
「
伊
良
部
島
」
経
由
で
、
伊
良
部
大
橋

を
渡
る
途
中
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

綺
麗
な
海
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
て
良
か

っ
た
で
す
。

も
う
一
つ
の
楽
し
み
は
「
島
唄
ラ
イ
ブ

居
酒
屋
」
で
の
夕
食
で
す
。
宮
古
島
に
着

い
て
か
ら
予
約
の
電
話
を
掛
け
た
ら
、
ど

こ
の
お
店
も
満
席
で
予
約
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。「
う
さ
ぎ
や
」
で
は
二
部
の
公

演
で
あ
れ
ば
予
約
が
可
能
と
の
こ
と
な
の

で
、
予
約
し
て
島
唄
を
楽
し
み
な
が
ら
美

味
し
い
食
事
を
い
た
だ
く
事
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。

次
回
は
隣
の
離
島
「
石
垣
島
」
へ
の
旅

行
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

沖縄・宮古島の海沖縄・宮古島の海
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① 

目
的

　

地
球
温
暖
化

の
歴
史
的
経

緯
、
原
因
、
現

状
、
そ
し
て
今

後
の
対
応
に
つ

い
て
紹
介
し
ま

す
。

② 

歴
史
的
経
緯

　

地
球
温
暖
化
は
産
業
革
命
以
降
、
私

た
ち
が
大
気
中
に
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）

や
他
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
大
量
に
放
出

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
急
速
に
進
行
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
過
去
約
１
５
０
年
間

に
お
け
る
工
業
化
の
進
展
に
よ
り
、
化

石
燃
料
の
燃
焼
や
森
林
伐
採
な
ど
が
原

因
と
な
り
、
地
球
の
温
度
が
上
昇
し
ま

し
た
。

③ 

原
因

　

地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
は
以
下
の

通
り
で
す
。

１　

 

化
石
燃
料
の
使
用
：
石
油
・
石
炭
・

天
然
ガ
ス
の
燃
焼
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
が
最
大
の
要
因
で
す
。

２　

 

森
林
伐
採
：
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
源
で

あ
り
、
伐
採
に
よ
っ
て
大
気
中
の

Ｃ
Ｏ
２
濃
度
が
増
加
し
ま
す
。

３　
 

産
業
プ
ロ
セ
ス
：
工
業
プ
ロ
セ
ス

や
農
業
に
お
け
る
化
学
反
応
も
温

室
ガ
ス
の
放
出
も
原
因
で
す
。

④ 

現
状

　

現
在
、
地
球
温
暖
化
は
深
刻
な
問
題

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
影
響
は
世
界
中

で
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

気
温
上
昇
、
極
端
な
気
象
、
海
面
上

昇
、
生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
が
顕
著
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
私
た
ち
の
健
康
、

経
済
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
も
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

⑤ 

今
後
の
対
応

　

地
球
温
暖
化
の
進
行
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
以
下
の
対
策
が
不
可
欠
で
す
。

１　

 

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
へ
の

移
行
：
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
向

上
を
推
進
し
、
化
石
燃
料
の
使
用

を
減
少
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２　

 

森
林
保
護
と
再
植
林
：
森
林
保
護

と
再
植
林
を
通
じ
て
、
Ｃ
Ｏ
２
の

吸
収
能
力
を
向
上
さ
せ
る
事
が
重

要
で
す
。

３　

 

排
出
削
減
策
：
産
業
プ
ロ
セ
ス
の

最
適
化
や
排
出
削
減
技
術
の
導
入

を
通
じ
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
減
少
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

４　

 

個
人
の
行
動
変
容
：
エ
ネ
ル
ギ
ー

節
約
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
持
続
可
能

な
生
活
様
式
の
採
用
な
ど
、
個
人

レ
ベ
ル
で
も
積
極
的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
は
私
た
ち
の
未
来
と
地

球
の
未
来
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
問

題
で
す
。
私
た
ち
か
ら
始
ま
る
対
策
が
将

来
の
世
代
に
対
す
る
責
任
を
果
た
す
重

要
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

協
力
は
不
可
欠
で
す
。
一
緒
に
力
を
合
わ

せ
て
、
持
続
可
能
な
未
来
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

港
北
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ス
喜
楽
会　
会
長
　
中
込
　
　
昇

会
長
・
役
員
研
修
会
で
の
体
験
発
表
内
容
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老
い
て
ゆ
く
我
が
身
の
如
く
山
眠
る

�

見
睦
会　

林　

友
治
郎

大お
お
か
ぶ
ら蕪
丸
い
心
に
な
り
に
け
り

�

見
睦
会　

市
川　

進
一

履
き
慣
れ
た
靴
捨
て
ら
れ
ず
年
の
暮

�

見
睦
会　

前
田　

敏
光

か
わ
わ
富
士
初
日
に
光
る
顔
顔
顔

�

見
睦
会　

脇
田　
　

武

神
無
月
母
は
あ
の
世
と
テ
レ
ワ
ー
ク

�

見
睦
会　

上
田　

賀
代

口
べ
た
な
親
子
取
り
持
つ
年
の
酒

�

見
睦
会　

長
田　

佳
子

屠
蘇
祝
ふ
テ
ー
ブ
ル
は
今
二
人
き
り

�

見
睦
会　

小
田
倉
五
男

初
春
や
妻
の
着
物
で
娘
来
る

�

見
睦
会　

小
島　

克
行

初
登
山
富
士
山
で
見
る
日
の
出
か
な

�

東
光
会　

酒
井　

耕
作

秋
の
旅
バ
ス
の
中
ま
で
染
め
る
酒

�

東
光
会　

星　

な
が
こ

　
俳
　
句

文
　
　
芸

文
　
　
芸

晩
秋
や
犬
が
ひ
っ
ぱ
る
散
歩
道

�

東
光
会　

小
島　

伸
義

ド
ク
ダ
ミ
め
腰
を
の
ば
せ
ば
柿
た
わ
わ

�

東
光
会　

久
保　

睦
夫

食
べ
終
へ
て
子
ら
は
踊
り
の
輪
の
中
に

�

牛
久
保
東
年
輪
会　

長
澤　

節
子

行
く
夏
の
風
向
き
変
は
る
夕
べ
か
な

�

牛
久
保
東
年
輪
会　

安
藤　
　

博

暫
く
の
平
和
を
ね
が
い
餅
吊
す

Ｍ
Ｇ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　
臼
杵　

実
代

若
人
の
落
語
に
沸
き
し
敬け
い
ろ
う
び

老
日

Ｍ
Ｇ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　
田
中　

節
子

冬
の
月
温
も
り
灯
り
灯
る
家

Ｍ
Ｇ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　
鈴
木　
　

誠

里
山
の
秋
思
濃
く
な
る
没
日
か
な

�

す
み
れ
会　

男
全　
コ
ウ

梅
雨
空
に
塾
へ
と
向
か
う
孫
二
人

�

か
ち
だ
ひ
ま
わ
り
会　

杉
本　

久
子

火
の
鳥
の
尾
羽
紅
色
曼

沙
華

�

つ
づ
き
が
丘
ク
ラ
ブ　

服
部　

倫
子

八
十
路
と
て
輪
踊
り
元
気
運
動
会

�

つ
づ
き
が
丘
ク
ラ
ブ　

市
川
喜
美
代

葦
黄
ば
み
川
辺
に
寄
り
添
う
鴨
一
家

�

つ
づ
き
が
丘
ク
ラ
ブ　

桑
原　

正
盈

陽
を
浴
び
て
朝
露
光
る
散
歩
道

�

つ
づ
き
が
丘
ク
ラ
ブ　

桑
原
み
さ
子

日
傘
さ
す
小
学
生
も
い
る
景
色
か
な

�

陽
光
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

堀　
　

博
通

昼
下
が
り
眠
り
を
誘
う
秋
の
風

�

陽
光
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

堀　
　

和
子

仏
前
に
や
さ
し
く
香
る
花
の
如

　

亡つ

ま夫
を
見
守
り
て
安
ら
ぎ
の
日
々

�

東
光
会　

深
瀬
ノ
ブ
子

散
歩
道
思
い
出
香
る
金
き
ん
も
く
せ
い

木
犀

　

仏
前
供
え
て
偲し
の

ん
で
三み
こ
と言

�

東
光
会　

川
口　

素も
と
ゆ
き行

　
短
　
歌
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歯科・小児歯科 横浜市妊婦歯科健診実施医療機関

葉歯科医院

☎045-942-4182
横浜市都筑区荏田南2-13-10

休診日　日曜・祝日
【小児歯科専門医の診察は月曜または火曜の午後2時より】
お昼休み　PM12：30～PM2：00　　駐車場あり

診察時間
AM10：00～PM8：00
AM10：00～PM7：00
AM10：00～PM5：00

月
●
火

●

水

●

木

●

金
●

日・祝
／
／
／

土

●
※訪問歯科診療の相談を承ります

横浜市都筑区茅ケ崎中央23-16
メイフェア ・ミュゼ ・レトワール センター南駅前 1F 

　本紙発行に際しまして広告を掲載いただきました皆さまに厚くお礼を申し上げ
ます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。広告を掲載いただきました皆さまへ

写 募真 集
　52号から16頁がすべてカラーページに
なりました。会員の皆様の写真も、カラー
で載せることができます。文芸欄同様、皆
様の自慢の写真を募
集します。毎号につ
いて一人１点。所属
クラブ、氏名、電話
を明記の上、事務局
宛にお送りください。

編
集
後
記

原 募稿 集
会員の皆さまの投稿を歓迎します

◎発行は年２回（１月、６月）です。
◎投稿は自作で未発表の文芸作品（短歌、俳句、川柳）、写真、課題投稿、エッ
セイなど。課題投稿やエッセイには顔写真を添えてください。

◎締切りは毎年３月末、10月末。都筑区老連の事務局必着です。
◎投稿に際しては所属クラブ名、氏名、電話番号を明記してください。また
手書きの際は鮮明な楷書でお願いします。

◎内容が社会の公序良俗に反すると思われるときは掲載しないことがありま
す。また字数圧縮をお願いすることがあります。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
年
頭
に
当

た
り
、
今
年
は
都
筑
区
老
連
設

立
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
祝
賀

会
、
記
念
行
事
、
記
念
誌
の
発

行
と
お
祝
い
の
年
に
な
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
単
位
ク
ラ
ブ
会

員
の
皆
様
も
参
加
し
て
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

部
長

　
小
島　
克
行�

（
見
睦
会
）

副
部
長

　
矢
代　
敏
幸

�

（
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
ク
ラ
ブ
）

部
員

　
田
中　
敏
雄

�

（
茅
ヶ
崎
長
寿
会
）

　
鈴
木　
　
誠

�
（
Ｍ
Ｇ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

　
堀　
　
博
通

�
（
陽
光
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

　
大
河
内
武
久

�
（
東
方
和
楽
会
）

　
森　
　
悦
子

�

（
中
里
福
寿
会
）

　
桑
原　
正
盈

�

（
つ
づ
き
が
丘
ク
ラ
ブ
）

■ 

編
集
委
員 

■

つづき写真集 〜地区・単位クラブの活動〜

ペタンク試合前のラジオ体操ペタンク試合前のラジオ体操
（９月14日）
川和地区の皆さん

お花見・山梨県笛吹市ぶどう狩り�
（９月14日）

都田荏田地区の皆さん

群馬・シャインマスカット狩り�
（９月20日）

中川地区の皆さん

かがやきだより都筑

私たちは都筑区老連の活動を応援しています
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